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	登りの途中では「引き返そうかな…」「もう登りたくない！」という声も聞こえていましたが、下り終えた頃には全員が「楽しかった！」と満面の笑顔。「またみんなで行きたいね！」という声があちこちから上がりました。
	“やりたい”　と“できること”がつながりました！
	多くの方に親しまれるようになったサポートセンターに譲っていただいた卓球台。ラケットの老朽化で、ケガの心配がありました。
	「みんなで卓球を楽しみたい」― だれもが一緒に楽しめる卓球だからこそ、センターを訪れるみんなの願いでした。
	チームオレンジの個人・団体・企業の皆さまに使っていないラケットのお願いの呼びかけをしたところ、4件のご寄付のご協力を頂きました。
	今では、老若男女問わず毎日のように軽快な卓球の音と楽しそうな声が聞こえてきます。 子どもも、高齢者もだれもが一緒に笑顔で過ごせる居場所として、さらに楽しみが広がっています！

	卓球ラケットでつながる みんなの居場所
	ご寄付して下さったラケットとボール

	小さな一歩が、地域の大きなつながりに！
	【問題】文字の中に隠れた「仲間外れ」探し


